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■講演日時　
6月5日13:30～15:30
※13時開場　16時～懇親会
■参加費　　3000円
※会場にてお支払いください。
■お申し込み
お申し込みは下記ＵＲＬよりお願いします。
http://my.formman.com/form/pc/ibpDXzLQKwowpjQA/
■お問い合わせ
佐藤加奈子　09030087235
加谷瑞穂　　07064329604

みんなに子どもを産みたい！と思ってほしい
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■会場 秋葉原スクエアビル７F（台東区浅草橋5-3-2）
  

美倉橋美倉橋和泉橋和泉橋

区立
中央図書館
分館スポーツプラザ

詳しい会場地図は→ http://100square.jp/map

現在、日本では、女性1人が産む子どもの数（合計特殊出生率）は1.3人（世界180位）で
人口水準を保つのに必要な2.1人を大きく下回っています。
私たちは今、「いのちの尊さ」について考えなければいけない時期にさしかかってきたのかもしれません。
今は洋式トイレやエスカレーターの普及など、便利な生活を求めたため
自然に体を鍛える事が難しくなり。日本人に本来備わっている能力が失われつつあります。
昔の生活には、くらしを大切にし、いのちを尊び、いのちを宿すための暮らしがありました。
昔からの日本人のくらしを知る事を通して、いのちの尊さについて見つめ直せる講演会です。
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1975年大阪市立助産婦学院卒業。
3カ所の市民病院で勤務し、1989年大阪市を退職。
その間に厚生省看護研修研究センターで1年間学び、助産婦教育に携わる。
その後、個人病院の婦長として勤務。
1999年7月、吉村医院「お産の家」婦長として勤務。
そこで3000人以上の自然なお産に立ち会う中で、 
これ迄のお産を化学的現象としてだけ捉えていた事に気付く。
現代当たり前ではなくなってしまった自然なお産が、 
人の人生全体にわたって大きな意味を持ち人が本来持つ力の凄さと
内側に宿る神 し々さをお産の中に取り戻すことがいかに大事かを2004年から北海道へ来て伝えている。
現在、天使大学院の助産研究科実習指導員。傍ら全国各地での講演活動を展開。

講師紹介
岡野 眞規代さん　(吉村医院・お産の家 元婦長)

私は現在妊娠6カ月目!今年の8月に出産予定のパワフルママです♪
　主催者のキラハピイベントプロデューサーさとかな（佐藤加奈子）です☆
　私は現在妊娠6カ月目!今年の8月に出産予定のパワフルママです♪
　私はついこの間まで、出産というのは病院で、苦しい思いをして、産むものだと思っていました。
　ですが、岡野さんの話を聞いて「産みたい！」にかわりました。
　岡野さんは出産だけでなく命のはじまりのお話までしてくれます。
　女性のみならず、男性やおじいちゃん、おばあちゃんになる方も
　岡野さんの話を通してもう一度「いのち」「人生」の尊さについて考えていただけると思います。

主催者からのメッセージ

※会場には、簡易託児スペースをご用意しております。
　小さいお子様がいる方でも、一緒に安心してお聞きいただくことができます。
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